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家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

家庭における景気循環型過労と社会構造型過労について

　　　　　　　　筑波大社工　丸山義皓
　過労は市場賃金率をわる限界労働収益生産の低位と理解される。賃金雇用機会の不足に

起因し、賃金収入を補うためにおこる過労と家事サービスの外来供給の不足に起因し、そ

れを補うためにおこる過労との相違を分析し、解決策への示唆をもと･める。

　分析方法には、家計内生産をふくむ勤労者家計モデルの主体均衡をもちいる。穣働成貝

数をa、被扶養成貝数を　β、成員当り賦存時間を　ｔ、余暇時間を。、被扶養成’貝時間の効率

換算係数を　ｋ　とするとき、家計の労働時間は次のように表される。L * = （a + βk）t　－

(a +　P）e.他方、家計員が消費する財、サービスｑ　は、一部外来蚕給Hによってみた

されるほか、家計貝によって生産され、その産出は、労働時間　Ｌ、購入消費資材量　Ｋ、お

よぴ技術水準　　Ｃ　の凹関数である。家計は家族厚生　Ｗ　を最大化するよう、家事財、

ビスの生産

費財量の準

　このよう

れi>とき過

準　　ｃ　の凹関数である。家計11呆族厚生　Ｗ　を最大化するよう、家事財、サー

、消費選択および労働供給の決定をおこなう。家族厚生は、余暇時間および消

凹関数である。Ｗ　＝（a + β)U(e, q).
な家計において、家事財、サービスの外来供給あるいは賃金雇用機会が制PI さ

労が発生する。･下にみるとお･りである。H＊, E　；　V ■ V-　は、外来供給および賃

の上限ならびに関連ラグランジュ乗数、そして、　w ,　p. ■･　；　λ　はヽ賃金率、消金雇用機会の上限な

費財i3よび資材価格，ならびに予算制約に関するラグランジュ乗数である。

　　(la)XpcQ,(L.K)－(λ一u.)w≦0,　　　　　　　　　　　(lb) (X + v)pcQ,(L,K)－λw≦0

　　(2a)pcQ2(L.K) -r S 0　　　　　　　　　　　　(2b)(X ＋v)pcQ2(L,K)－λr≦0

　　(3a)Ui(e,q)－(λ－n)wS0　　　　　　　　　　　　　　(3b)U, (e,q)－λw≦0

　　(4a)U2(e,q)－λp≦0　　　　　　　　　　　　　　　　(4b)U2(e,q)－(X ＋v)p引0

　　(5a)pQj ＋wL －iK≧0　　　　　　　　　　　　　(5b)pQj＋wL －rK≧0

　　(6a)wE －wLj≧0,Lj●(a＋Pkt)-(a ＋P)e- L　　　　(6b)pQ, ＋pH≫≧0,Qj東cQ(｡)-(a＋P)q

2Xa－3 国際比較からみたわが国の食料消費の現状と特質
鳥取大教育　○堤伸子　奈良女大生活環境　今村幸生

　　目的　世界各国の食生活は、それぞれの国の自然的風土、社会的風土に適した食料を

基礎として、国民の体格・体位、所得水準、栄養に関する知識などが関係しあって、長い

年月をかけて形成されてきたものである。しかし、栄養面から各国の食料消費の現状をみ

ると、そこに一定の傾向がみられる。本研究の目的は、この傾向を明確に把握し、わが国

の食料消費か国際的にみてどのような特質をもったものであるかを明らかにすることであ

る。

　方法　はじめに、各国の食料消費に関する統計資料から、それぞれの現状を把握すると

ともに、わが国の食料消費の特徴を明らかにする。つぎに、各国の１人当たり国民所得と

総熱量、および１人当たり国民所得とでんぶん質率の間にどのような関係式が成立するか

を検討する。なお分析に用いる資料は、OECD"Food Consumption Statistics 1979-1988"、

農林水産省『食料需給表』（各年版）、FAO"Froduction Yearbook Vol.44"および『主要国

食料需給表』、総務庁統計局『国際統計要覧』（各年版）である。

　結果　わか国の食料消費は、飽食時代の到来か叫ばれるなかにあっても、国際的にみる

と、所得水準の高さのわりに、でんぶん質率が高く、たんぱく質および脂質が低く。「日

本型食生活」と呼ばれる特殊なパターンを示している。　日本および韓国を除く国々の間に

ついては、１人当たり国民所得と総熱量、および１人当たり国民所得とでんぶん質熱量比

率の間に、それぞれ関係式がみいだされたか、日本および韓国についてはこれに当てはま

らなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｙ
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